
小売業出身ならではの姿勢で 
地元を大切にしています。 

お客さまとの対話を大切に 
 人に優しいSCがコンセプト。 

佐々木信恵 
 SC営業本部 
テナント開発部 
 「私はイオンモールの企業理念にひかれて、１号店がオー
プンする年に入社しました。それまでの日本にはなかった、
新しいタイプの大型SCを展開していくディベロッパーとい
うことに魅力を感じました」 

大村郁夫 
 イオン盛岡SC 
ゼネラルマネージャー 
 「ジャスコにいた時代に、イオン柏SCのオープンを見て、
何十年も前にアメリカで見たSCがやっと日本にできるん
だな、と思いました。イオンモールに来た時には、ああいう
SCづくりに携われるんだと、ワクワクしました」 

柏SCで産声を上げ、下田SCでひとつの集大成を見たイ

オンモール。しかし、イオンモールの歩みは決してそこ

で終わりません。柏、下田で培った経験や願いは確かに

受け継がれています。脈々と受け継がれるイオンモール

のDNAとは何なのか。現在、どう実を結んでいるのか。

さまざまな立場から現場を見つめる社員が語り合いました。 

イオンモール  笑顔の街づくりレポート

受け継がれるイオンモ ールDNA

 

 

 

大村：イオンモールのDNAを考える時、

大きな切り口になるのは、人に優しいSC

づくり、ということでしょうね。ハートビル

法もそうですが、2003年5月に健康増

進法が施行されると、さっそく全館禁煙に

して喫煙ルームをつくったり。人に優しい

という観点で、新しいものを敏感に取り入

れていく。 

大場：お客さまとの対話を非常に大切に

していますよね。岡崎SCの敷地内には桜

が多いのですが、花の時期には地元の方

をお招きして、花見会をやるんですよ。先

程喫煙ルームの話が出ましたが、岡崎で

はお客さまから全館禁煙にするべき、と

いうご意見をいただき、どういう形で実現

するかを検討して、11月に喫煙ルームを

つくり全館禁煙にしました。 

小寺：お客さまとして行っていた時、福祉

や環境のことに取り組んでいたのは知っ

ていたんですが、イオンモールがなぜそ

んなことやっているんだろう、って、よく分

からない部分がありましたが、働いてみて

よく分かるようになりました。そういった

ものに会社として投資することに積極的

な会社なんだなと、痛感しています。  

 

 

 

佐々木：テナント開発の立場で感じるのは、

パートナーとして専門店さんを大切にし

ている会社だということ。郊外に出店して

いますので、特に地元の有力専門店さん

との信頼関係は重要です。ナショナルチェー

ンだけでは画一的になりがちですが、地

元の人気専門店さんにご出店いただくこ

とで、より地域の特性を生かしたSCづく

りが可能になっています。そういった専門

店さんのなかから、他エリアの当社SCに

ご出店いただけるところも増えてきて、と

ても嬉しく感じています。 

大村：イオンモールは、地域をいろんな意

味で大事にする姿勢がありますからね。 

佐々木：小売業発のディベロッパーです

から、家賃中心の不動産屋的発想ではなく、

専門店構成や商品構成にもこだわって、専

門店さんと緊密に情報を交換しながら、つ

ねにお客さまに新しい提案や楽しさを感じ

ていただけるよう心がけています。 

三尾：売り上げのチェックをしたり、指導

をしたり、専門店の従業員さんとお付き合

いをする場面が多いのですが、パートナー

として、よりよい信頼関係を築いていくこ

とが大切だと思っています。 

大村：お客さまのライフスタイルを考えな

がら、どういうお店を入れたらいいのかを

考えた上で、ショップを育てながら地元を

考える。そこまで考えるのは、小売業出身

のディベロッパーならではでしょうね。 

 

 

 

大村：環境に優しい、という点もイオンモー

ルの大きな柱でしょうね。植樹祭で木を植
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時代のニーズを 
敏感に取り入れて、 
進化し続けるSC。 

イオンモールが発祥となって 
環境に対する文化が広がっています。 

 



小寺和也 
 テナント開発部 
 
「私は出身が青森で、まだ工事中だったイオン柏SCの横
を自転車で通学していたんです。なんかすごいことをやっ
ているな、とその頃から思っていました。柏SCのインパク
トは地元の人間にはすごく大きいんです。ですからイオンモー
ルは地元に誇れる企業だと思って志望しました」   

三尾友香 
 イオン成田SC 
管理課 
 「私は岡崎SCのオープンの時に募集を見て応募しました。
はじめて実際のSCを見たのは倉敷だったのですが、その
大きさにびっくりしました。どこからどこまでがお店なのだ
ろう、私はどこまで見るのだろうと、不安になりました」 

大場正信 
 イオン岡崎SC 
ゼネラルマネージャー 
 「私は秋田SCの開設準備をしたのですが、鉄骨など建
物がだんだん建っていきますと、面積の広さに圧倒されま
した。スケールの大きさは、当時ほかにはないものでした
から。現在は岡崎SCのGMを務めています」 

えたり、生ごみ処理機を入れたり。ごみに

関しては全てのSCで17分類していて、盛

岡では75％のリサイクル率です。 

三尾：成田ではリサイクル率97％です。

ほとんどごみにならないんですよ。 

佐々木：テナント開発の仕事をしていて

感じるのは、専門店さんの中で、長いお付

き合いのあるところは特に、環境に対する

イオンモールの考え方をご理解いただけ

るところが多くなってきた、という点です。

ごみの分別など、余計な手間になりますから、

最初は面倒がられることも多いのですが、

何年かお付き合いしているうちに、当たり

前のようにやってくださる。環境に対する

意識、カルチャーともいえるものを、イオ

ンモールが発祥となって、広げて行くこと

ができているな、と思います。 

 

 

 

大場：SCをひとつつくるたびに、変わっ

たな、というのが見えてくるんですよね。

特に下田をつくり上げた時代から、進歩し

ているのが見えている。これからどうなっ

ていくのか、とても楽しみですよね。 

佐々木：トップダウンで上司の指示通り

に動くことが良いとされている会社も多

いようですが、イオンモールはまさにボト

ムアップです。お客さまや専門店さんと

接する機会が多いスタッフが「良い」と感

じたことをすぐに生かせる組織ではない

でしょうか。自由な社風が活発な提案と、

柔軟性を引き出しているんでしょうね。 

大村：新しいもの好きだからね(笑)。進

言して良いことだと判断されればすぐに

取り入れられる。それもDNAのひとつでしょ

うね。最近、標準化とかチェーンオペレーショ

ンと言っていますが、良いことは標準化す

ればいいけど、それでもまだ新しいもの

をやっていこうという風土がある。 

大場：とにかく新しいものをどんどん取

り入れて、実現していくことに積極的です

ね。コミュニケーションボードをつくって

お客さまの声を掲示したり。 

大村：ハードの面でも変わってきてるで

しょ。エスカレーターのつけ方とか、エレベー

ターとか。床の素材なんてまるっきり変わっ

ている。リサイクル素材のものを使ったり。

良いと思ったら全部やってるな（笑）。 

小寺：下田は総理大臣から賞をいただき

ましたよね。10年前からずっとやってき

たことが、今になって評価されたわけで

すけど、極端な言い方をすると、時代が追

いついてきたのかな、と私は感じました。

良いと思ったことをどんどん取り入れて、

コツコツとやってきたことが、今評価され

て、賞をもらえた。そういう意味で、イオ

ンモールがやってきたことは、間違ってい

なかったんだな、と感じました。 

 

 

 

佐々木：当社のSCが増えていくなかで、

これから挑戦していきたいことは、専門店

さん同士や、専門店さんと当社とのコラ

ボレートの促進です。たとえば、イオンモー

ルSCでのみ扱っている商品やメニュー

を開発したり、業種を超えたタイアップを

提案したり。もっとアイデアを広げてSC

のエンターテインメント性を高めていき

たいと思います。 

小寺：私は将来、柏SCのGMになって故

郷に錦を飾るのが目標なんですが（笑）、

なれるかどうかは別として、自分がそうい

う立場になった時にも、のびのびとした社

風は残していきたいと思います。 

三尾：今、標準化に取り組んでいますが、

SCがこれからどんどん増えていく前に、

これまで積み上げてきた経験を、きちんと

まとめて残していきたいと思っています。 

大村：私は百貨店だな。岡崎には百貨店

が入っていますが、イオンモールだったら

どこでも百貨店がある、というふうにしたい。

こんなのができるんだぞ、と孫に自慢した

いんですよ（笑）。それが私の夢です。 

大場：イオンモールは、ただの夢に終わら

せないで可能にできる会社だと思いますよ。

そういう会社の一員として働けるというこ

とは、幸せなことです。それから、つね日

頃感じているのは、女性の力をもっと生か

せないか、ということ。お客さまの70％は

女性ですから、女性社員の力をもっと活用

したい。 

大村：女性マネージャーはまだいないけど、

そろそろ出てくるんじゃないかな。 

佐々木：これまで培ってきた当社のDNA

と、女性の持つ「顧客としての感性」をフ

ルに活用することで、他社が真似できない、

オンリーワンのディベロッパーになれるの

ではと思っています。 
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イオンモールは進化し続けるSC。 
自由な社風がそれを可能にしている。 

女性の視線とのびのびした社風で、 
よりよいSCづくりをめざします。 

※この座談会は2004年3月30日に開催したものです。肩書きはすべて当時のものです。 
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